
第４次　北栄町男女共同参画基本計画　実施状況

基本目標１　誰もが活躍できる環境づくり

重点目標（１）　地域・社会活動における女性の活躍推進

①審議会等の政策・方
針決定過程における女
性の参画の推進

性別や年代に関わらず多様な意見を町の政策、方針
決定に反映するため、各種審議会、委員会等への女
性登用を促進します。

②地域における男女共
同参画の推進

・地域社会に残る固定的性別役割分担意識の解消の
ための普及啓発を図ります。

・防犯、高齢者の見守り、子育て支援などの地域活動
に対し、多様な人材の参画を促進します。

・自治会、各種団体に向けた、女性の登用促進のため
の啓発、協力を要請していきます。

・誰もが自らの意思により地域活動に参加できるよ
う、情報提供や学習機会を充実します。

数値目標

現状（R3） R4（見込） R5 R6

基本的施策 主な取り組み

R7 目標（R8）指標

町の審議会、委員会等への女性の登用率 39.3% 41.0%
男女ともに
４０％以上

担当課

企画財政課

総務課
企画財政課
福祉課
生涯学習課

令和４年度の実施状況

①令和４年度　地方自治法第２０２条の３及び第１８０条の５に基づく委員の女性登用率
　　⇒　４１．０％　（延べ361人中148人）

②人権を学ぶ会における　第４次男女共同参画基本計画（概要版）の配布・説明を通して男女共同参画の
　啓発を行った。【企画・生涯】

②７月６日の自治会長会役員との意見交換で、啓発を行った。【総務・企画】

②民生児童委員による地域の見守りと状況の把握を行った。【福祉】

②老人クラブによる地域支え愛活動を実施した。【福祉】

②社会福祉協議会、民生児童委員等と連携を取りながら助け合い活動の啓発、研修を行った。【福祉】

②社会福祉協議会におけるボランティアセンターでの業務を実施した。（配食ボランティア・傾聴ボランティア）
　【福祉】

②認知症高齢者等のご近所応援団ネットワーク事業を実施した。【福祉】

②認知症サポーターの養成を行った。　609人【福祉】
　・北条小5年生・大栄小4年生、生活支援サポーター、にじいろカフェ、弓原自治会いきいきサロン、
    北栄町役場職員人権研修、国坂浜ゆうゆうクラブ、みどり１区いきいきサロン、北栄町じんけん
    フェスティバル

２７％以上

自治会や地域活動の場において男女の地位が平等であ
ると考える人の割合

32.5% ４３％以上

政策・方針決定の場において男女の地位が平等であると
考える人の割合

16.8% 次回の検証はR8年。

次回の検証はR8年。



基本目標１　誰もが活躍できる環境づくり

重点目標（２）働く場における女性の活躍推進

総務課
産業振興課
農業委員会

②一人ひとりが能力を
発揮できる職場環境づ
くり

・誰もが働きやすい職場環境づくりに積極的に取り
組む企業である「鳥取県男女共同参画推進企業」の
認定を推進します。

・様々なハラスメント防止に向けての取組を推進しま
す。

・企業における女性活躍の取組を推進します。

・起業をめざす女性に対して、起業の段階に応じた
支援を行い、事業が続けやすい環境づくりを進めま
す。

産業振興課

数値目標

指標

基本的施策 主な取り組み 令和４年度の実施状況 担当課

現状（R3） R4（見込） R5 R6

①仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バラン
ス）の推進

・従業員の仕事と家庭の両立を応援する「イクボス・
ファミボス」の普及を進めます。

・育児・介護休業制度や新型コロナウイルス感染拡大
により定着しつつあるテレワーク等、多様な働き方
を可能とする制度の普及啓発に努めます。

・ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた基盤づくり
として、保育サービスの充実や子育て世帯の経済的
負担軽減を図り、妊娠・出産後も安心して働き続けら
れる環境を整備します。

・農業等の家族経営における女性の役割と位置づけ
を明確にし、ワーク・ライフ・バランスや健康管理への
配慮を含む家族経営協定の制度の周知を図ります。

①毎週水曜日を「ノー残業デー」とし、職員が「仕事と育児や介護」の両立に取り組めるよう環境づくりを
　行った。【総務】

①育児休業中の職員に対し、円滑な職場復帰ができるよう復職後の休暇制度などの情報提供を行い、
　職場を長期間離れたことによる不安軽減を図る取り組みを行った。【総務】

①育児や介護が必要な職員のテレワーク環境の整備に向け、在宅勤務制度の検討を行った。【総務】

①家族経営協定の推進を行い７組の新規締結を行った。【農委】

②女性農業者の老後の生活の安定を図るため、農業者年金の加入推進をおこなった。
　（新規加入２名　うち女性１名）【農委】

②商工会を通じ、町内企業に対する取り組み促進を行った。【産業振興】
　・イクボス・ファミボス宣言企業数18社。
　・鳥取県男女共同参画推進企業認定22社。
　・企業を目指す女性に対する助言・サポート2件。

R7 目標（R8）

鳥取県男女共同参画推進企業認定数 ２２社 ２２社 ２５社以上

４０％以上

家族経営協定（女性を含む）の締結数 １１６組 １２２組 １３０組以上

役場における女性の管理職登用率 39.1% 47.8%



基本目標２　安全・安心に暮らせる社会づくり

重点目標（３）生涯を通じた健康支援

基本的施策 主な取り組み 令和４年度の実施状況 担当課

健康推進課
福祉課
生涯学習課

健康推進課
教育総務課

①基本健診・特定健診及び各種がん検診、人間ドック、健康相談（随時）を実施し、健康づくりを支援した。
　【健康推進】
　・子宮がん、乳がん、胃がん検診、肝炎ウィルス検査は、特定の年齢の方の自己負担金を無料とした。
　・集団健診のほか、医療機関での個別健診を実施した。
　・町内在住の40歳から70歳までの特定の年齢の方を対象に人間ドックを実施した。
　・ふしめ歯科検診は、特定の年齢の方においては自己負担金を無料にした。
①セット健診会場にて、骨量測定を実施した。【健康推進】
①健康講座は、自治会での開催及び、TCCにおいて放映し、普及した。【健康推進】
①自死予防啓発として、予防接種会場、健康フェスタ会場にてリーフレットの配布自殺予防週間（9月）・
　自殺対策強化月間（3月）に町報で啓発した。【健康推進】
①生涯学習出前講座でニュースポーツの普及を行い、健康づくりにつなげた。２４回【生涯学習】
①スポーツクラブ主催の運動教室を通して、健康づくりにつなげた。【生涯学習】
①介護予防活動を推進した。【福祉】
　・地域での介護予防の取り組みとして、いきいきサロンやこけないからだ講座を実施した。
　・町内事業所の協力を得て、認知症予防教室や運動教室を実施した。

②妊婦一般健診費用、産後健康診査費用及び歯科健診の助成を行った。【健康推進】
②妊娠適齢期と不妊治療について町報7月号で啓発した。【健康推進】
②妊娠時、出産後の面談を実施した。【健康推進、教育総務】
②支援の必要な妊婦及び乳幼児家庭に対するサポートを行った。【健康推進、教育総務】
②妊娠期から家族の育児参加の促進と地域での育児仲間づくりを行うためパパママ教室を開催した。
　【教育総務】
②産前産後ヘルパー事業、産後ケア事業を実施した。【教育総務】
②乳幼児全戸家庭訪問を実施した。【教育総務】
②ぷくぷく子育て支援金の給付を行った。【教育総務】
②命の教育を実施した。【教育総務】
　・小中学校と連携し、保健体育、社会科、家庭科、道徳、特別活動などで、人（命）を大事にすること、
    男女が互いに協力し合うことの必要性、児童・生徒の発達段階に応じた性・エイズ教育などを、
    学校教育における年間指導計画に基づいて体系的に盛り込んだ「生きるための心の教育」を体系
    的に実施した。
　・町内小中学校職員研修を行った。（９月29日）
②子育て支援センターで保護者向けの性教育を実施した。【教育総務】

１４．６％
（R3確定）

14.70%

数値目標

指標 現状（R3） R4（見込） R5 R6

①生涯を通じた健康の
保持増進

・人生100年時代を見据え、老年期における身体的、
精神的、社会的な健康寿命の延伸のための健康づく
りを支援します。

・健康づくりのため、スポーツに取り組みやすい環境
づくりを推進します。

・婦人科疾患や更年期障害など、女性が直面する健
康上の様々な問題について、ライフステージに応じ
た健康づくりを支援します。

・こころの健康を保つ知識の普及啓発や自死の予防
啓発を図るなど、こころの健康づくりを支援します。

②妊娠・出産等に関す
る支援

・妊娠、出産において、誰もが安心・安全に子どもを
産み育てることができる支援体制の充実を図りま
す。

・妊娠・出産に関する正しい知識や、命を大事にす
る、性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティ
ブ・ヘルス／ライツ）の意識の普及、予期せぬ妊娠を
防ぐという発達段階に応じた性に関する教育や啓発
を行います。

５８自治会

乳がん、子宮がん検診受診率
乳がん３５．０％

子宮がん３０．４％
乳がん３７．５％
子宮がん３５．０％

乳がん４２．４％
子宮がん３８．０％

いきいきサロンの開催
45自治会

（R1）
４４自治会
（R3確定）

R7 目標（R8）

要介護認定率
14.7%
(R1)



基本目標２　安全・安心に暮らせる社会づくり

重点目標（４）誰もが安心して暮らせる環境整備

R4（見込） R5 R6 R7 目標（R8）

基本的施策 主な取り組み 令和４年度の実施状況 担当課

①支え愛マップの取り組みを推進した。【福祉】
　・防災研修会の実施　・開催日：7月25日（月）　・自治会長を対象に、支え愛マップの作成について
    研修会を実施。

①防災研修会を通し、男女共同参画を推進した。【福祉】
　・開催日：10月4日（火）　・障がい者地域自立支援協議会、家族会、障がい福祉サービス事業所職員
    及び利用者、民生児童委員、赤十字奉仕団、町職員が参加し、災害時におけるコミュニケーション
    支援について、「防災サイン」等を交えて研修を実施。　・主催：障がい者地域自立支援協議会

②介護予防・生活支援事業を実施した。【福祉】（再掲）

②認知症サポーターを養成した。　609人【福祉】（再掲）

②認知症の人と家族の集いの特別開催を行った。【福祉】
　・特別助言者：公益社団法人認知症の人と家族の会　鳥取支部代表世話人　吉野立氏

②ひとり親家庭(父子含む)の経済面自立支援に対する相談並びに関係機関との連携を図った。【福祉】

③多様な性について理解を深める学習を人権教育全体計画に位置付け、発達段階に応じて実施した。
　【生涯学習】

③ほくほくプラザ「分かりやすいじんけんの話」を開催した。【生涯学習】
　・テーマ：性的マイノリティの人権　・開催日：北条中(9/20)、大栄中(11/17)

③多様な性を認める地
域づくり

・多様な性を認め合い、誰もが自分らしく生きること
ができるよう、学校教育等において児童生徒の発達
段階に応じた、きめ細やかな対応や教育を実施しま
す。

・多様な性のあり方について、社会的な理解を促進
するため、関係機関との連携強化を図ります。

①防災・災害復興にお
ける男女共同参画の推
進

・男女共同参画の視点を取り入れた地域防災計画・
各種マニュアルを整備します。

・出前講座等による普及啓発や防災訓練の実施によ
る防災体制づくり、「支え愛マップ」づくりを推進しま
す。

②高齢者、障がい者等
が暮らしやすい環境の
整備

・誰もが住み慣れた地域や家庭で、安心していきい
きと暮らしていくため、地域共生社会の実現に向け
た取り組みを地域福祉推進計画に基づいて進めま
す。

・分野別だけでは十分対応しきれないような複雑化・
複合化した課題に対応するため、重層的支援体制整
備事業の取り組みを進めます。

総務課
福祉課
生涯学習課

福祉課

5,000人

人権を学ぶ会の開催 30自治会 37自治会 全自治会

認知症サポーター人数 3,970人 609人

教育総務課
生涯学習課
福祉課

数値目標

指標 現状（R3）

【支え愛マップ】

災害時に誰かの助け・声かけを必要とする人、声かけができる人、避難先など、一連の

情報を盛り込んだ地図のこと。

マップを作ることが目的ではなく、作る過程で「知らなかったことをみんなで知る」こ

とで地域の見守り活動や支え愛活動に進展することが期待されている。



セクシャル・ハラスメントについて「言葉は聞いたことがあ
るが内容は知らない」と答えた人の割合

16.5% ８％以下

DVについて「言葉は聞いたことがあるが内容は知らな
い」と答えた人の割合

16.9% ８％以下

・ＤＶ、性暴力などは重大な人権侵害であり、そのよ
うな暴力を許さないという意識を社会に浸透させ、
その対象の性別や被害者、加害者を問わず、暴力の
防止に向けた普及啓発、相談体制の充実、被害者支
援を進めます。

・ＳＮＳや携帯ゲーム機等の普及・浸透に伴い、多様化
する犯罪被害に対し、若者を中心とした予防教育、
啓発を進めます。

・子どもに対する暴力・虐待を根絶するため、関係機
関との連携強化を図ります。

①暴力を許さない社会
づくり

・被害者の立場に立った切れ目ない支援のため、関
係機関との連携強化を図ります。

・若者を中心に、ＬＩＮＥなどのＳＮＳやメールなど、多
様な相談手段へのニーズが高まっていることから、
関係機関と連携し、相談窓口の周知や充実を図りま
す。

②安心して相談できる
体制づくり

教育総務課
生涯学習課
福祉課

教育総務課
生涯学習課
福祉課

数値目標

指標 現状（R3） R4 R5 R6 R7 目標（R8）

基本的施策 主な取り組み 令和４年度の実施状況 担当課

基本目標２　安全・安心に暮らせる社会づくり

重点目標（５）あらゆる暴力の根絶

①虐待防止と介護・育児の相談窓口について町報11月号で啓発した。【福祉】

①「女性に対する暴力をなくす運動」期間（11月12日～25日）についてポスター・啓発物品で啓発した。
　【企画・福祉】

②民生児童委員による地域の見守りと状況の把握を進めた。【福祉】

②窓口へのチラシ、リーフレットの設置、チラシ作成・配布による啓発を行った。【企画・福祉・生涯学習】

②各種相談機関との連携を図り、周知を行った。【企画・福祉・生涯学習】
　・（相談窓口との連携・周知）中部総合事務所県民福祉局 配偶者暴力相談支援センター、鳥取県男女
    共同参画センターよりん彩「よりん彩相談室」、鳥取地方法務局倉吉支局「人権相談」、「性暴力被害
    者支援センターとっとり」
　・（電話・ＳＮＳ相談の周知）性暴力ＳＮＳ相談「Cure Time（キュアタイム）」、性犯罪被害者相談電話
    「＃8103（ハートさん）」、ＤＶ電話相談「ＤＶ相談ナビ」「ＤＶ相談＋（プラス）」の町報等での周知を
    行った。

②SSW（スクールソーシャルワーカー）の活動を充実した。【教育総務】
家庭の状況を把握し、児童生徒への虐待等につながる事象については関係機関へつなぎ連携を図った。

次回の検証はR8年。

次回の検証はR8年。



学校教育において男女の地位が平等であると考える人の
割合

59.7% ７０％以上

男女共同参画フォーラムの男性参加率
１４．９％
（R1）

8.1% ２０％以上

数値目標

指標 現状（R3） R4（見込） R5 R6 R7 目標（R8）

社会通念・習慣やしきたりなどにおいて男女の地位が平
等であると考える人の割合

10.9% ２１％以上

①男女共同参画フォーラム2022を開催した。　【企画】
　・開催日：11月１９日（土）　主催：女性団体連絡協議会（共催：北栄町）　参加者：１６１名（うち男性１３名）
　・脚本家　羽原大介氏の講演（ちむどんどん　マッサンの脚本を手掛ける）

①町内の関係団体を通して日本女性会議in鳥取くらよしの周知、会議後のセミナー参加を促した。【企画】
　・日本女性会議in鳥取　１０月２８日～３０日　・男女共同参画推進人材育成セミナー　１２月２日

②学校で「命の教育」を実施し、発達段階の人権尊重、男女平等意識を育成した。【教育総務】　再掲

②小学校（北条、大栄）での「弁当の日」の取り組み、こども園でのクッキング活動等を通じ、誰もが
　やるべきことの経験につなげた。【教育総務】

③町報8月号「人権ほくえい」で、女性支援新法に関する情報をテーマとした情報提供を行った。【生涯学習】

④新生児・産婦訪問、乳幼児健診、育児教室等を通して家事・育児における男女共同参画の啓発を行った。
　【健康推進】

④男性の料理教室を開催した。
　・主催：食生活改善推進員連絡協議会分→（3回、31人）
　・主催：中央公民館大栄分館分
　　　和食　9月15日（木）　参加：18人　　イタリアン　10月20日（木）　参加：19人
　　　韓国料理　11月17日（木）　参加：17人　　そば打ち　12月15日（木）　参加：19人
　　　なべ料理　1月19日（木）　参加：15人

①男女共同参画の理解
と共感を広げる啓発普
及

・幅広い層に対し、男女共同参画の意義や必要性に
ついて共感できるよう、様々な手段を通じて情報の
発信・啓発を行います。
・男女共同参画週間に合わせて意識啓発を図りま
す。

企画財政課

②子どもの頃からの男
女共同参画の推進

③生涯を通じた男女共
同参画の学習機会の提
供

・子どもの発達段階に応じた人権の尊重、男女平等
意識の育成に関する教育の充実を図ります。
・性に関する正しい知識を身につけるための教育を
推進します。

・町民が男女共同参画に関する学習活動へ積極的に
参加できる機会を提供します。
・鳥取県男女共同参画センターよりん彩が主催する
男女共同参画に関する講座や研修会の情報を広く
町民に提供します。
・インターネット、広報誌などを活用した情報の提供
を行います。

教育総務課
生涯学習課

企画財政課

④家庭における男女共
同参画の推進

・男性の家庭生活への参画を促すとともに、男性の
みならず、女性の側の固定的性別役割分担意識の解
消を図ります。
・男性が参加しやすい料理教室や子育て講座などの
開催により、男性の家庭生活への参画を推進しま
す。
・家庭教育講座の開催や家庭教育に関する情報提供
により、家庭における男女平等教育の推進を図りま
す。
・保護者の就労や社会参加を推進するため、延長保
育や休日保育、一時預かりなどの保育サービスを充
実します。
・介護家族の就労や社会参加を推進するため、介護
サービスの情報提供や相談体制の充実を図ります。

教育総務課
生涯学習課
中央公民館
健康推進課
福祉課

基本的施策 主な取り組み 令和４年度の実施状況 担当課

重点目標（６）男女共同参画の理解促進と未来の人材育成

基本目標３　男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり

次回の検証はR8年。

次回の検証はR8年。


